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【常総市】地域と学校が連携した地区防災計画モデル事業

常総市防災⼠連絡協議会
常総市防災危機管理課
防災科学技術研究所

災害時の対応と平時の備えの検討
第２回ワークショップ
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「地区防災計画づくり」のすすめ

2

地域課題に対し、理想的な災害時の対応とそ
のための平時の備えを検討します。

災害時の事態の流れイメージしながら、災害
時に懸念される地域課題を調査します。

地域の⽅々と対策を共有し、意⾒交換や防災
訓練などの⽅法で検証・⾒直します。

地域を取り巻く⾃然特性と社会特性を踏まえ
た災害特性を確認します。

スケジュール（案）

【6⽉29⽇】
地域防災研修会

【8⽉31⽇】
第1回WS

【1⽉25⽇】
第3回WS

【11⽉16⽇】
第2回WS

防災まちあるき

計画素案の作成

地域調整・勉強会

地域発表会

ステップ３
検討する

ステップ２
調査する

ステップ４
活⽤する

ステップ1
確認する
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ステップ３
検討する

ステップ２
調査する

ステップ４
活⽤する

ステップ1
確認する

災害時の地域課題を調査

3

災害時の事態の流れをイメージしながら、災害時に懸念される課題を調査します。

災害時の事態の流れ（地震の例）

 年配の⽅が多く、平⽇の昼に
地震が⾏ったら、⼈⼿が⾜り
なくなりそうで・・・

 地域は古い家が集まって い
るけど、⽕事の対応は⼤丈
夫︖

 私の地区には⾼齢者が多いけ
ど、避難⽀援はできる︖

 ⾼齢の⽅々は、⼤⾬のとき、
早⽬に⾃主的に避難できるか
しら・・・

災害時の事態×地域の特性

 友だちが住んでいる⾼層マンションでは、
⾼層階へ⾷料や物資を提供できる︖

 夫の職場の駅周辺は企業が多いけど、帰宅
困難者の対応は⼤丈夫︖

 あの商店街は外国⼈が多いけど、避難誘導
ができる︖

前回



20191116

災害時の地域課題の整理

前回

川⼜地区（⽔害）

豪雨災害シナリオ 地区の状況 テーマ 個人 テーマ 区長 テーマ 班長 テーマ 消防防災 住民 テーマ
情報収集 9/9夜～深夜にかけニュースやハ

ザードマップで情報を収集。鬼怒川
がキケンな水位だと判断

1 情報収集

被害確認 組織を明確にしておく 2 水防活動
避難行動 班ごとに避難準備をする 避難行動 避難場所にいて指導してもなかなか

伝わらなかった
一時避難所を設ける 避難行動 3 安否確認 ◎

安否確認 家族に連絡 安否確認 町内の安否確認が行われなかった
ので今後行う

安否確認 町内会での情報収集をする 避難した人で、どこに避難したか居
場所が判明するのに時間がかかる

安否確認 4 避難行動 ○

情報収集 豊岡町に私用で出かけた折、豊水橋
（鬼怒川）増水で元町付近が溢水の
恐れと判断し急いで帰宅する

町内会や各町内団体と日頃から連
絡を密にする

5 福祉避難

避難行動 石下地区の友人よりTEL有り。避難
準備を始めた。

避難行動 ハザードマップ（リアルタイム）をもと
に班員（近所の方）に避難をすすめる
（老人世帯はとくに）

避難行動 災害時の避難場所を知らせておく 同市に関わらず他市町村への避難を
考慮する

避難行動 6 被害確認

避難行動 9/10朝、7：00～家族に避難するよう
指示して出社

各家から車（軽トラ）ポンプなどを出し
てもらう

水防活動 7 避難生活

被害確認 各班ごとに避難状況を確認（区長に
報告）

8 給食・給水 ○

受援調整 災害ボランティアの要請 9 物資配分
水、食料などを常備する 給食・給水 10 二次被害防止

福祉避難 1人住まいの老人宅（山田町）に鬼怒
川の決壊を伝えた（民生委員として）

福祉避難 1人暮らしの方の把握 11 防犯・巡回

とりあえず急ぎで避難するなら小絹
方面がいいと思う

避難行動 12 受援調整

避難行動 犬がいるため避難場所を探す（指定
場所はだめと思い）

避難行動 避難指示により避難を考える
避難行動 避難場所へ移動
避難行動 となりに避難の声をかける

三坂決壊のすぐ後橋本町の水門（八
軒堀）からあふれていた

避難行動 避難勧告、避難指示に対して初動行
為として近所で意見交換。過去の経
験から「勝手に大丈夫」と自己判断。
特に年寄。

避難行動 避難所：行政をまたいだ指定場所を
確保してほしい

若い人から避難指示に従うべきを年
寄に言って考えなおしてもらう。

二次被害防止 ポンプ排出（小貝川へ）により影響を
低減させることが出来たので、被害
発生時は有効な手段を早急に対応

排水機場の設置を要望したい

年寄は頑固で動こうとしなかった 情報収集 筑水苑（老人ホーム）の●●堀が増
水したのでこの旨を職員に伝えた

避難して災害に遭った人がいた 避難行動 避難準備をする
安否確認 市内の知人の安否確認
避難行動 避難する
避難行動 避難して災害にあった人がいた

水が来た 被害確認 災害の確認
避難行動 電源ブレーカーを落として避難した

安否確認 町内のTELの繋がる人数名に状態を
知らせた

避難行動 避難準備を行った友人が手助けに来
てくれた

受援調整 災害ボランティアの要請
水道水が断水（ライフライン） 避難生活 片付けを手助けした 避難生活 災害に遭った人々の救援体制が問

題（片付け等）
つくばみらい市給水車が川又公民館
に到着、給水開始する

避難生活 衣類等を取りに行けなかった

受援調整 公民館へポランティア窓口の開設

防犯・巡回 泥棒等が多発の防止

第1回ワークショップ「災害時の地域課題の整理」 記録まとめ
重要度
評価

9/10
発災

12時間前

0:15鬼怒川はん濫危険情報
0:20栃木県全域で大雨特別警報
1:40避難準備情報：玉地区（原宿・小保川・若宮
戸）・本石下・新石下の一部
2:20避難指示：上記地区
4:00避難勧告：新石下の一部，大房，東野原，
山口，平内，収納谷
4:15土砂災害警戒情報
6:00若宮戸で鬼怒川が越水
6:30鬼怒川はん濫発生情報
7:45茨城県全域で大雨特別警報
8:00鬼怒川はん濫発生情報
8:30避難勧告：小谷沼周辺の坂手町・内守谷
町・菅生町の各一部
9:25避難指示：向石下・篠山の各一部
9:50避難指示：（全て水海道）元町・亀岡町・栄
町・高野町・天満町・宝町・川又町・淵頭町・諏訪
町・山田町
10:10避難指示：向石下全域
10:30避難指示：中三坂上・中三坂下
11:40避難指示：大輪町・羽生町
11:55避難指示：小谷沼周辺の坂手町・内守谷
町・菅生町の各一部

浸水
発生

12:50三坂町上三坂で鬼怒川の堤防決壊
13:08避難指示：水海道本町・水海道橋本町・水
海道森下町・三妻地区（三坂町・中妻町）※中三
坂を除く・五箇地区（沖新田町・三坂新田町・川
崎町・上蛇町・福二町）・大生地区（小山戸町・中
山町・相野谷町・新井木町・兵町・長助町・箕輪
町・大崎町・十花町・平町・東町）
13:20鬼怒川はん濫発生情報

経過 H27.9関東・東北豪雨時の状況 自助の課題※非時系列 教訓・気づき及び
今後の対策方針案

No.

9/9
発災
前日

16:36大雨警報（土砂災害・浸水害）
20:40鬼怒川はん濫注意情報
23:00鬼怒川はん濫警戒情報

災害時の地域課題

9/11
発災
翌日

6:40鬼怒川はん濫発生情報
7:30土砂災害警戒情報解除
8:15大雨特別警報解除

・災害ごみ仮置き場の開設

9/12
発災
2日後
以降

・市 災害ボランティアセンターの開設

テーマ

前河原地区（⽔害）

地区の状況
想定・参考 テーマ 役員(自主防） 評価 テーマ （　　　） 評価

避難行動 自治会の連絡網により避難を徹底する ◎ 1 情報収集
情報収集 発災の危険情報と対応手順を徹底する ○ 情報収集 どこの場所が増水しているかわからない。鬼怒川の

増水
2 水防活動

情報収集 防災無線はサイレンの音が欲しい 3 安否確認

情報収集 防災無線が聞こえない 4 避難行動

被害確認 テレビラジオで情報が入らない人への対策 5 福祉避難

被害確認 情報発信はどこでするか 6 被害確認

情報収集 坂巻樋管付近流水 7 避難生活

避難行動 避難情報→避難はいつ？ △ 8 給食・給水
避難行動 避難のタイミング→どこへ避難すればいいの？ ○ 9 物資配分
被害確認 地域毎の被害状況の把握が出来なかった 10 二次被害防止

被害確認 住民への連絡はどのように 11 防犯・巡回

避難行動 避難経路が分からない 地域の連絡網を完備し年に1～2回の勉強会で避難
所の勉強もしてほしい

12 受援調整

避難行動 避難路の情報 ※テーマごとの評価なし

避難行動 避難所の情報連絡 △

避難行動 避難所に行って収容できるのか（人数）

避難行動 移動中の経路の確認は？

避難行動 アパート住民への呼びかけ、外国人への声掛け

避難行動 子供の避難行動

福祉避難 体の悪い人、老人独居者の支援

福祉避難 歩けない方、高齢者の方への声掛け

福祉避難 住民の半数以上が年寄り

福祉避難 避難所は体の悪い人と一般の人を別の室を割り当
てる

避難生活 避難所の運営は？鍵？責任？

福祉避難 弱者（身障者、一人暮らしの老人など）補助の役割
分担を決め避難を完璧に！

避難生活 避難所の自治の確立 ◎
避難生活 宿泊の対応

避難生活 避難所の中からリーダーを選ぶ ◎

避難生活 収容人数以上の場合の対処

避難生活 避難者が避難所が満床の時でも収容方法を考える

避難生活 避難所の状況確認通達 ○

物資配分 物資の管理（配布）

防犯・巡回 防犯の為の巡回

避難生活 公的機関と協力、避難所付近の車両の除去

給食・給水 避難者の食事

避難生活 プライバシーの問題 △
避難生活 プライベート・女性への配慮の必要性 △
避難生活 まず、自主組織をつくる

第1回ワークショップ「災害時の地域課題の整理」 記録まとめ

発災
翌日

公的支援等
・衛生の注意広報
・給水車
・被害状況調査

発災
2日後
以降

・ごみ処理
・電力回復
（地域によっては長期にわた
り水が引かない場合も）

災害時の地域課題

浸水
発生

避難情報
・避難指示（緊急）
被害
・はん濫・浸水
・停電
・断水

重要度
評価

発災
前日

気象情報
・台風や大雨の情報
・進路予想

発災
12時間前

避難情報
・避難準備・高齢者等避難開
始
・避難勧告、避難指示（緊急）

避難所
・開設

経過 教訓・気づき及び
今後の対策方針案

No. テーマ

ハザードマップを参照しながら、災害時の地域課題を時系列・主体別に整理
優先的に対策検討すべきテーマを検討

重要なテーマ
を抽出

個人の被災
経験を共有

川⼜地区
⽔害・被災

主体別の地域課題
を整理

中駒地区（⽔害）

想定・参考 想定 テーマ KG（キングスガーデン） テーマ 中駒地区自主防災会
【自主防】冬6時Mw7の想定 - 施設内外、安全な場所に避難

被害確認 施設の情報収集まとめる（●予長） 被害確認 6:30　本部開設、30人＠コミュニティセンター 1 安否確認 ◎
被害確認 6:30 第1回対策会議＠コミュニティセンター 2 消火活動 △

安否確認 利用者安否確認 安否確認 6:40 安否確認、77軒200人 3 被害確認 △

救出・救護 体調不良者を確認し必要な時Dr.へ連絡 4 救出・救護 ○
安否確認 施設内

在宅利用者
→デイホームヘルプ

→ケアマネージャー部
→安否確認、地域のお年寄り

5 避難行動 △

被害確認 職員出勤 被害確認 全戸訪問、災害状況確認 6 福祉避難 ◎

被害確認 安否確認及び集合時に危険箇所確認する 7 避難生活 ○
避難生活 7：00～ 避難者受入れ開始@コミュニティセンター 8 給食・給水 ◎

救出・救護 7：00～ 応急手当 人数？@コミュニティセンター 9 物資配分 ◎

被害確認 第2回対策会議 10 二次被害防止 △
被害確認 情報共有(集落の災害状況）@コミュニティセンター 11 防犯・巡回 △

受援調整 支援要請（水・食料etc）急病人介護者 12 受援調整 △
【KG】停電でトイレ使えない 物資配分 備蓄KG入所者3日分

物資配分 ランタン使用 1 安否確認 △
給食・給水 非常食の準備、停電時調理できない 2 消火活動
避難生活 停電時携帯使用（固定電話使えないため） 3 被害確認 △

【KG】停電時、井戸水が止まる
市水使える

給食・給水 水の確保 4 救出・救護 ◎

【KG】暖房・エアコン・ボイラー不
可

救出・救護 停電時発電機使用、在宅酸素確保 5 避難行動

物資配分 灯油ストーブ使用 6 福祉避難
物資配分 ラジオ・スマホ情報収集 7 避難生活 ○
救出・救護 体調不良者医療受診 8 給食・給水

二次被害防止 ブロック大生屋のとなりの道 9 物資配分
【KG】避難者の受け入れ要請 受援調整 避難者の受け入れ 10 二次被害防止 ◎

受援調整 受入れの移送 11 防犯・巡回 ○

福祉避難 独居老人、日中独居 12 受援調整 ◎

避難生活 停電になるとエアコンが使えない
避難生活 暖房（石油ストーブ）灯油の備蓄がない

被害確認 職員の被害状況確認
物資配分 オムツ業者、リネン業者連絡

物資配分 食事の調整、備蓄使用
防犯・巡回 空家（吉田さん、鳥村さん）
二次被害防止 菅原小前道狭い

給食・給水 トイレ用水の確保
自家用井戸の利用

給食・給水 井戸の場所（停電にならなければ使用）

避難生活 内服薬　薬局との連絡、医療機関との連絡
避難生活 避難場所の確保
避難生活 被災した職員の相談
物資配分 ランタン使用

物資配分 ラジオ・スマホ情報収集
発災

5日後
避難生活 受援調整 ボランティア受入れ調整

第1回ワークショップ「災害時の地域課題の整理」 記録まとめ
重要度
評価

発災

当日

地震発生

現象
・液状化
・地震の継続（余震）

被害
・建物倒壊
・地震火災
・ブロック塀倒壊

・落下物
・道路寸断
・鉄道被害

・停電
・通信途絶
・ガス停止

・断水、管渠被害
・危険物施設からガス等
漏洩
避難所

・開設（住民受け入れ）
在宅避難者

キングスガーデン（KG）

発災

翌日

現象

・地震の継続（余震）
被害
・復電による通電火災

・断水（継続）
・ガス停止（継続）
・管渠被害（継続）
・交通障害

公的支援等
・支援物資
・ニーズ調査

・応急給水

中駒地区自主防災会

発災

2～3日後

災害時の地域課題経過 地区の状況 教訓・気づき及び
今後の対策方針案

No. テーマ

中駒地区
地震・想定

それぞれテーマごと
に評価を実施

自主防災組織とキングスガーデン
それぞれ時系列に課題整理

4

前河原地区
⽔害・想定

課題ごとの重要度を評価

主体別（自主防災組織の役員と
その他）の地域課題を整理

飯沼地区（地震）

想定・参考 想定 テーマ 本部／自治会 テーマ 消防団／消火係／救護係 テーマ 民生委員 家族 テーマ
朝6時、冬、震度6強、
余震あり

被害確認 区長は、各班長に被害状況を確認、
把握させる

1 安否確認 ◎

事前に家族で安否確認方法必ず決
めておく

安否確認

安否確認 班長は、区長に安否状況を報告する 家族間の安否確認 安否確認 2 消火活動
安否確認 連絡網による各班員の安否確認を徹

底する。TEL通じない人は班長がで
出向いて確認（方法：確認した家（避
難する家族）は印をつける）、または
SNS活用

安否確認 避難誘導係に連絡網でまわし
各班に確認する

地域の状況と共に家族・近所の安否
の確認をする

安否確認 3 被害確認

家を留守にしている（子供だけでいる
場合）どうするか？

安否確認 4 救出・救護

動くことができるお年寄り（でも目・耳
に障害のある人）

安否確認 5 避難行動

動くことの全くできないお年寄り 安否確認 6 福祉避難
外国人が家族の人にお知らせするに
は？（夫日本人・妻外国人）

安否確認 7 避難生活

救出・救護 安否確認の際、負（死）傷者がいた
場合の対応→まだ家族が110番通
報していない場合は家族に連絡させ
るか、班長が至急通報する

8 給食・給水

家族、班毎に誘導 避難行動 9 物資配分
たまたま地区を歩いていた観光客 避難行動 10 二次被害防止

被害確認 災害状況の把握 11 防犯・巡回
被害確認 火災発生状況の確認 12 受援調整

消火活動 消火活動の指示
区長→消火係へ

安否確認 安否確認時に火災にあったら？
被害確認 建物倒壊などの確認
被害確認 学校との連携どうするか

連絡係？
福祉避難 要介助者通報
被害確認 災害本部立ちあげ対応図る
被害確認 本部設立連絡

各班ごとに誘導係が確認
昔専門職だった人(元先生、元警察、
元ナース）のいる家マップ作り（事
前）

避難生活 避難所開設
福祉避難 安否確認ができない人への対応（独

居の人）
救出・救護 不明者とケガ人の対応
救出・救護 救急車要請

第1回ワークショップ「災害時の地域課題の整理」 記録まとめ
テーマ 重要度

評価
発災
当日

地震発生
現象
・液状化
・地震の継続（余震）

被害
・建物倒壊
・地震火災
・ブロック塀倒壊
・落下物
・道路寸断
・鉄道被害
・停電
・通信途絶
・ガス停止
・断水、管渠被害
・危険物施設からガ
ス等漏洩

避難所
・開設（住民受け入
れ）

在宅避難者

災害時の地域課題経過 地区の状況 自助の課題※非時系列 教訓・気づき及び
今後の対策方針案

No.

安否確認を最重要
テーマとして抽出

飯沼地区
地震・想定

安否確認及び関連する
地域課題を中心に整理
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防災まちあるき ➡ 防災マップづくり（今回）

5前河原地区

地区 実施⽇

前河原 9⽉17⽇（⽕）9時〜

飯沼 9⽉21⽇（⼟）午後１時〜
10⽉20⽇（⽇）午後１時半〜

中駒 9⽉22⽇（⽇）9時〜

川⼜ 10⽉5⽇（⼟）10時〜

中駒地区

飯沼地区

川⼜地区

災害時の地域課題の確認及び防災マップづくりの素材収集のため、各地区で防災まちあるきを実施

前回
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ステップ３
検討する

ステップ２
調査する

ステップ４
活⽤する

ステップ1
確認する

災害時の対応と平時の備えを検討

6

安全な避難

要配慮者の⽀援

課題（例） 地域資源 できること

こども会
⾃治会

介護・福祉施設

⼦どもの安否確認
⾃治会の被害状況把握

福祉避難の受け⼊れ
（⽀援協⼒）

具体的な名称
を考える︕

地域資源を活かした災害時の対応と、そのための平時の備えを検討します。
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災害時の対応（理想）← 解決のための備え

7

災害時
対応

被害状況の確認 安全な避難ルート確認 みんなで安全に避難

平時
備え

避難
⾏動

地区の課題に対し、防災まちあるき等で発⾒した地域資源等を活かした「災害時の理
想的な対応」を整理したあと、それを実現するために「平時の備え」を検討。

情報共有の体制構築 危険個所の確認・修繕 避難マップ作成

災害時
対応

要配慮者を訪問 安否を確認 福祉避難を⽀援

平時
備え

福祉
避難

要配慮者と担当の整理 福祉避難ルール決め 福祉施設と関係構築

資料集
20, 21
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防災マップづくり

8

防災まちあるきで
記⼊した地図

「地域防災Web」にてデジタル化
➡印刷して「地区防災計画」に挿図

写真

＋

「災害時の対策検討」
防災マップにまとめた危険箇所や地域資源に関する情報を
もとに、災害時の対策を空間で検討します。

１

注意資源

１

⼩中学校との連携※

地域防災Web e防災マップ

印刷 登録

※11/22 16:10-16:30 ⽔海道⻄中学校のe防災マップづくりに参加ください
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9

防災マップづくりにおける⼩中学校との連携

地域

地域知
地域実態

災害⽂化 等

専⾨知
被害想定

ハザード情報 等

災害時の注意・危険個所をはじ
め、安全な避難や効果的な避難
⽣活に役に⽴つ社会資源を学ぶ。

⾏政

地域防災情報

防災計画やハザードマップ等、防災
に関する専⾨的な情報を活⽤して地
域で起こりうる災害を学ぶ。

学校 経験知
災害履歴

被災経験 等

地域防災に関するこどもの視点
に対し、消防団や防災組織等の
⼤⼈の災害対応の経験を学ぶ。
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防災マップのつくり⽅

10

①

③

②

④

②

③

①

●地域資源 ●注意・危険

②丸シール
③連番
記⼊

「名称リスト」参照（別紙）

転倒危険性があり修繕必要

薬師台2丁⽬〇〇付近

① 「写真票」に名称、場所、コメントを記⼊
② 写真を確認して、丸シールで分類。
③ 写真票と地図上の場所に、同⼀の丸シールを

貼り、同⼀の番号記⼊
④ 写真票を地図周辺に配置

①記⼊

35分
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対策検討の進め⽅１〜４

11

１．災害時の地域
課題の抽出

２．現状の対策
状況の確認

３．災害時の理想的な
対応の検討

４．平時から必要
な取り組み検討

議論を進めながら各⾃付せんに記録し、ワークシートに整理し、発表します

⾒まわり
したほう
が早い

電話連絡
網が古い

50分

班⻑が⾒まわ
りして区⻑に

報告



20191116

議論のルール

12

【発⾔⽅法】
 聞き取りやすい声でゆっくりとお話しください。

・記録しやすいように
 他の⽅のお話も聞きましょう。

【記録⽅法】
 （進⾏係）常総市防災⼠連絡協議会が、

各テーブルで議論の進⾏をお⼿伝いします。
 （各⾃）発⾔内容を付せんに書いてくださ

い。
・⼀枚の付せんに⼀つのことを書くように
・発⾔内容を細かく⼤きく書くように

 （整理係）ワークシートへの付せんの貼り
付け・整理をお願いします。

●●を
しよう

整理係
やります

●●が
使える

進⾏係がサポート︕
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対策検討の進め⽅１
１．災害時の地域
課題の抽出

２．現状の対策
状況の確認

３．災害時の理想的な
対応の検討

４．平時から必要
な取り組み検討

中駒地区（⽔害）

想定・参考 想定 テーマ KG（キングスガーデン） テーマ 中駒地区自主防災会
【自主防】冬6時Mw7の想定 - 施設内外、安全な場所に避難

被害確認 施設の情報収集まとめる（●予長） 被害確認 6:30　本部開設、30人＠コミュニティセンター 1 安否確認 ◎
被害確認 6:30 第1回対策会議＠コミュニティセンター 2 消火活動 △

安否確認 利用者安否確認 安否確認 6:40 安否確認、77軒200人 3 被害確認 △
救出・救護 体調不良者を確認し必要な時Dr.へ連絡 4 救出・救護 ○
安否確認 施設内

在宅利用者
→デイホームヘルプ
→ケアマネージャー部
→安否確認、地域のお年寄り

5 避難行動 △

被害確認 職員出勤 被害確認 全戸訪問、災害状況確認 6 福祉避難 ◎
被害確認 安否確認及び集合時に危険箇所確認する 7 避難生活 ○
避難生活 7：00～ 避難者受入れ開始@コミュニティセンター 8 給食・給水 ◎

救出・救護 7：00～ 応急手当 人数？@コミュニティセンター 9 物資配分 ◎

被害確認 第2回対策会議 10 二次被害防止 △
被害確認 情報共有(集落の災害状況）@コミュニティセンター 11 防犯・巡回 △

受援調整 支援要請（水・食料etc）急病人介護者 12 受援調整 △
【KG】停電でトイレ使えない 物資配分 備蓄KG入所者3日分

物資配分 ランタン使用 1 安否確認 △
給食・給水 非常食の準備、停電時調理できない 2 消火活動
避難生活 停電時携帯使用（固定電話使えないため） 3 被害確認 △

【KG】停電時、井戸水が止まる
市水使える

給食・給水 水の確保 4 救出・救護 ◎

【KG】暖房・エアコン・ボイラー不
可

救出・救護 停電時発電機使用、在宅酸素確保 5 避難行動

物資配分 灯油ストーブ使用 6 福祉避難
物資配分 ラジオ・スマホ情報収集 7 避難生活 ○
救出・救護 体調不良者医療受診 8 給食・給水

二次被害防止 ブロック大生屋のとなりの道 9 物資配分
【KG】避難者の受け入れ要請 受援調整 避難者の受け入れ 10 二次被害防止 ◎

受援調整 受入れの移送 11 防犯・巡回 ○
福祉避難 独居老人、日中独居 12 受援調整 ◎

避難生活 停電になるとエアコンが使えない
避難生活 暖房（石油ストーブ）灯油の備蓄がない

被害確認 職員の被害状況確認
物資配分 オムツ業者、リネン業者連絡
物資配分 食事の調整、備蓄使用

防犯・巡回 空家（吉田さん、鳥村さん）
二次被害防止 菅原小前道狭い
給食・給水 トイレ用水の確保

自家用井戸の利用
給食・給水 井戸の場所（停電にならなければ使用）

避難生活 内服薬　薬局との連絡、医療機関との連絡
避難生活 避難場所の確保
避難生活 被災した職員の相談
物資配分 ランタン使用
物資配分 ラジオ・スマホ情報収集

発災
5日後

避難生活 受援調整 ボランティア受入れ調整

第1回ワークショップ「災害時の地域課題の整理」 記録まとめ
重要度
評価

発災
当日

地震発生
現象
・液状化
・地震の継続（余震）
被害
・建物倒壊
・地震火災
・ブロック塀倒壊
・落下物
・道路寸断
・鉄道被害
・停電
・通信途絶
・ガス停止
・断水、管渠被害
・危険物施設からガス等
漏洩
避難所
・開設（住民受け入れ）
在宅避難者

キングスガーデン（KG）

発災
翌日

現象
・地震の継続（余震）
被害
・復電による通電火災
・断水（継続）
・ガス停止（継続）
・管渠被害（継続）
・交通障害
公的支援等
・支援物資
・ニーズ調査
・応急給水

中駒地区自主防災会

発災
2～3日後

災害時の地域課題経過 地区の状況 教訓・気づき及び
今後の対策方針案

No. テーマ

① テーマの抽出
前回ワークショップの記録から、重要度の⾼いテーマ
を2~3つ選択して左列に書き込みます。

② 課題の抽出
各テーマについて対策を検討すべき課題を選び、⽔⾊
付せんに書き、ワークシートに貼ります。

①②

① ②

前回記録か
らの

追加OK︕

テーマごと
に検討すべ
き課題を整

理

13

10分
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対策検討の進め⽅２
１．災害時の地域
課題の抽出

２．現状の対策
状況の確認

３．災害時の理想的な
対応の検討

４．平時から必要
な取り組み検討

各課題の現状について「どのように対応するこ
とになっているか」「問題点」などをピンクの
付せんに書き、課題の横に並べます。

各班で安否確認し班
⻑から区⻑へ報告

電話連絡網
を活⽤する
（ 古 い か
も︖）

班⻑・区⻑不
在時の連絡⽅
法を決めてな
い…

14

10分
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対策検討の進め⽅３

15

１．災害時の地域
課題の抽出

２．現状の対策
状況の確認

３．災害時の理想的な
対応の検討

４．平時から必要
な取り組み検討

各課題の現状の対策状況を踏まえ、「考えるポイント」に沿って災害時の理想的な対応を
検討し、⻩⾊の付せんに書いて「⾏動」「⼈、組織」「もの、施設」に整理します。

考えるポイント
□ いつ
□ どこで
□ だれが
□ なにを
□ どのように

（何を）
（どのように）

（誰が）
（協⼒者）

（どこで）
（何を使って）

資料集
22, 23, 24

15分
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対策検討の進め⽅４

16

１．災害時の地域
課題の抽出

２．現状の対策
状況の確認

３．災害時の理想的な
対応の検討

４．平時から必要
な取り組み検討

災害時に理想的な対応を⾏うために事前に取り組んでおくべきことを検討し、⻩⾊付せん
に書いて貼ります。

（何を）
（どのように）

（誰が）
（協⼒者）

（どこで）
（何を使って）

防災まちあるきで発⾒し
た「地域の資源」を思い
浮かべながら、地域なら
ではのアイデアを考えま
しょう︕

15分資料集
22, 23, 24
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発表・全体共有

17

各3分

各グループで議論・整理した対策の中から、地域で
もっと重要と思う、かつ他の地域との違いがある１つ
の課題について、災害時の対応と平時の取組みを紹介。

１つの課題への対策に
絞ってください

安否確認⽅法
が決まってい

ない

役員全員が⾒
まわりを⾏う

各役員の担
当範囲を決
める集会所に集ま

り情報共有

「安否確認⽅法が決まっていな
い」という課題について、私たち
の地区は範囲が狭いので、災害時
は「役員全員で⾒まわりをしなが
ら集会所に集まること」を決めま
した。そのための準備として、
「それぞれの役員がどの範囲を⾒
まわるか、役員交代時に決めるこ
と」にしました。


